
離婚届の記入例

〇 〇 〇

山形県上山市

上 山 太 郎 上 山 花 子

カミノヤマ タロウ カミノヤマ ハナコ

昭和６０ １ １ 昭和６２ ４ １

上山市河崎一丁目１番１０号 山形市旅篭町二丁目３番２５号

〇〇アパート１０１

山形県上山市河崎一丁目１

上 山 太 郎

天 童 将

上 山 鶴 子

上 山 一 郎

長
山 形 正 男

紅 子 二

✓

山形県山形市旅篭町二丁目３

✓✓

山 形 花 子

上 山 次 郎 上 山 梅 子

✓ ✓

令和 △ △ 令和 〇 〇

上山市河崎一丁目１ １０

✓

専門・技術職 専門・技術職

上 山 太 郎 上 山 花 子上
山

上 山 きりん

昭和３５ ３ １

上山市河崎一丁目１番１０号

山形県上山市河崎一丁目

１

山 形 一 男
昭和３５ ２ １

山形県山形市旅篭町二丁目

３番２５号

山形県山形市旅篭町二丁目

３

✓

✓

✓

氏は、離婚前の氏を記入

住所は略さず記入し、アパート名まで正

確に記入してください。

転入・転居を同時にする場合は、異動後

の新しい住所を記入してください。なお、

「住所異動届」の提出が別途必要です。

父母が婚姻中のときは、母の氏を

省略することができます。

離婚等で氏が変わっている時は、

現在の氏を記入してください。

⑺⑻は、別居していないときは記入の必要はありません。

◎時間外に提出する場合の注意点

離婚届は、平日の時間外や土・日・祝日等も提出することができますが、内容に不備

があった場合、訂正をお願いすることがあります。待ち時間の短縮及び円滑な手続きの

ため、できるだけ市役所で事前審査を受けてくださいますようお願いします。

必ず届出人本人が署名してください。

協議離婚以外の場合は、申立人が届

出人になりますので、申立人のみ署

名してください。片方の欄は空欄に

なります。

Point

ご持参いただくもの
□ 離婚届 １通

□ 本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード等）

→確認できなかった届出人の方については、本人宛に後日通知を送付します。

□ マイナンバーカード（お持ちの方で、氏が変更になる方）

※離婚届と同時に住所異動の手続き（転入・転居・世帯主変更等）をする方は、次のものもご持参ください。

なお、住所異動の手続きは時間外（土曜・日曜・祝日）は受付できませんので、ご注意ください。

□ 転出証明書 （転入手続きをする方。「転入の特例」に該当する場合はマイナンバーカード。）

□ 国民健康保険資格確認証（国民健康保険に加入している方）

□ マイナンバーカード（お持ちの方）

未成年の子や経済的に自立して

いない子がいる場合は、こちらも

忘れず記入してください。

未成年の子がいる場合は、親権を行う者の欄に子の氏名を記入してください。また、

親権の指定に相違がなければ、忘れずに✓をつけてください。

成人した子については、経済的に自立していない場合でも記入の必要はありません。

【お問い合わせ先】

上山市役所 市民生活課

TEL：０２３-６７２-１１１１

（内線１１３）

【事前相談・審査】

上山市役所１階 ３番窓口

届書を提出する年月日を記入してください。この日付が離婚日になります。

≪証 人≫

協議離婚のときは成年者２人の署名が必要です。

外国人でも証人になることができます。

≪離婚の種別≫

該当する種類に☑してください。

協議離婚以外の場合、確定または送

達または交付の日から10日以内に、

裁判等の申立人が届出をする必要が

あります。

※協議離婚以外の場合は次の書類を

添付してください。

調停離婚⇒調停調書の謄本

審判離婚⇒審判書の謄本及と

確定証明書

和解離婚⇒和解調書の謄本

認諾離婚⇒認諾調書の謄本

判決離婚⇒判決離婚の謄本と

確定証明書

※押印は任意

≪婚姻前の氏にもどる者の本籍≫

〇婚姻の際に氏が変わった方（夫または妻）に☑してください。

〇戸籍と氏の選択については、次の３通りの方法があります。

⑴ 婚姻前の戸籍と氏にもどる ⇒ 「もとの戸籍にもどる」に☑

婚姻前の本籍を記入してください。婚姻前に入っていた戸籍に現在も在籍する方がいる場合は、その戸籍にもどることができます。

⑵ 新しい戸籍をつくり、婚姻前の氏にもどる ⇒ 「新しい戸籍をつくる」に☑

新しい本籍を記入してください。本籍は、土地の地番があればどこにでも置くことができます。筆頭者はもとの氏にもどる方になります。

⑶ 新しい戸籍をつくり、離婚後も婚姻中の氏を名乗る ⇒ この欄は記入しないでください

別途「離婚の際に称していた氏を称する届（戸籍法７７条の２の届）」を市区町村役場へ提出してください。

この届出はいつでもすることができますが、離婚から３カ月を超えて提出する場合は、裁判所からの許可が必要になります。また、この届出を

した後に婚姻前の氏にもどる場合にも裁判所からの許可が必要になります。届出をする場合は、よく考えてから提出してください。


